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　　　F－27　’被服学」の範囲と内容について一一家政学原論研究双-

　　　　　　＋丈字学園it一子短大　原田　一

　f的　家政学の一分科である被服学･こっいて，範禰と内容を研究レ　そのあ９方左

明りかIこしよラとする。

　吉永　刺し服学の性駱等,こっいX i兪した著書･論丈を通覧し，家政学原論の立場ヵヽら

批判レ適りに組織すゐことIIっとめた。

　結果　工　被服学の用語ｏ整理。被服・衣月し服襲■衣裳等につ･いてa /)ヽ川安朗氏

μを理した。被服構戌･刹　目的に応じヽだ材料の選択，デザイン,裁断, 縫製,仕上ｿﾞ｀

の各過程を含tヽ。被服整理･乱洗-;?，汚そ,墟ざ,整形,保管，簡易な豪色等4 含む

被服管*I.よ, 種類・j､数の計ゑ,購入バ肖貴等のマキシ^ントi ^すｔのとしたいa

袱服ゑ匠c被服デザイント?, 形態ヒ色彩を含むものtする。な1^"。

　２　允の科学やそ<r>一部，すなわち.服装史, M.飾先学，服殖社海学，服装心理学。

被服衛生学，衣料経済学，繊維化学，耕績学，殲織学，編顛学，量色学，£彩* ，故

障商S 剰人間工学，植服把埋孚等々i集めX i -c ,平板的r- 酉t列レ，被服掌を構涙

し碍たヒ考えたなら誤りである。他科学の中に･3 それを主k　して研完しているiの公

ない, 城自の殲滅C 被服構成, 猿眼整理，省・璧｡容）t中心I-すえ‘て，上記の内容，

い司辺｡卸･こ有機的に西己－すべき<あふ。

　ｊ　被眼学a 芸術学中(T) 工芸季,エ零中の繊維工学, sヽよzX.家政淳の交錯する傾域

である。塞政単を雛脱したｋす九ば｀, 芸術零力ヽこ学の陣営に移る1? ヵヽな<, 被眼掌の

雅i. a不可能ぞある。水庭ま油^ その凧延-i.研虎する宋政学に止3 るこi: S望もヽ。

　　　F－28　「感俳ｺ::や添」IC <> い--I T）弑義一片謂『菰政ヽ凛原侑』●ヽ・不信■£ ふ和（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づこ限秀次　家裁けF励）ニ妹噂巻

|、最迩、－抑戸味ヽいｰて「゛客旅ジ等」にヽう概呉が催弗ぞやマヽヽ3
宍七摩-L T沁－

no logy　｀にべ乙ら乏雅’が≒　z’介外5 斥ぢ蕉は成立・^ ）ゲ、内剋。とらえか石｡にり、

管大尽疑義冷ヽ慟3 ．（啄池転国彫集をI* い旬の求弛り如寸iす向・原気-£. 乙らくマ

い刄し･こ乙、鳶弔ドr）、ヽべの僻尊の禎叛t町喫や李っていI こ乙ぞ浙ぶ。このお3 "^

こヽ（は市詔「寥旅喋原輝●V い」･・不先啄自心秀之今幄権の一廓st ク/i々ぷ^ラ・

２、オイr- 燭ぐだぶつr- <゛家参什の数郷斯りt なっt いぷ^ 嚇壽参戦Sずがそ雅いen

IFう俘ヒトいe / 系の作同iヽ京ヽ､べv≪、一雁傷ぞ唯仁殼立-^　5 3吽句。ず糾乞t -i r^*

戈- ･c r'-'^の席更ぞ≪i 吟、これ‘s-ま忿I' っ-ヽ1 のそり向面ヒトベじト蓼･乙玄ヽい-T -:t同

^ぞ^ 3。^ 危ヱ｡岑。お弓啄訟If) 糎す和絃羞しっヽ-t の岑岡部系の奢礎々t 蔡り灸^

い - ｀乙･もうぜ町忙愕いい。･八峰J

3、附伺「弧該ヽ掌琳櫛」のI? I?)I--いヽマ眼珍茎更々諺首領% いずら5 A' さ^ ・ダ袁つ

も。一敏にi､家政学諭ずぶ')ヽ県詐匯略凍理諦やあい李丿場^り寡防い胞鴨ヤぎ-3. (

刄*ヽ嘸貧的､ごせ孵誦粟の減り

)S-?し;の邦砥蕩遣手、勾妙P*八の^暇、φ^S'SS グ2Tか収蔀藩杉､, /叩/､/ら

　（幻瓜% 需､嫁喩ぞ/ ぷ～義楓｀おダを夷プち肋/､千。痴吋版。

　i3）ぶ林靖姫、'^夷蔵斎'^'^^

　゛n 。　　゛、相回避導が^/々″び鵠吋りだ緊味薗-^ガッ2t8M､が何奴郷蔵バ抑卜肺｡バご

　CO）命孝゛-L ぷ蓼笥り恥奪の釧方ﾆOoロ）蔀突剛一部略゛客旅（“ヽ゛）゜籾啼り餉2－H･ど吹畑ねj哺乳本鄭丿鴎剃≒


